
令和８年１月例会報告 

■日時    １ 月２８日（水） 

■テーマ   江戸最古 谷中七福神を巡る 

■集合     JR 田端駅 北口 改札前 

■集合時間  ９時３０分 

■参加者   ３１名 

■距離    ８ キロ 

■解散    不忍池弁天堂 13 時 15 分 

■案内役   リーダー  ：伊香賀 泰之 

       サブリーダー：石田 良博 

              川原 今日子 

■コース 

JR 田端駅改札前⇒童橋公園⇒東覚寺⇒西日暮里公園⇒富士見坂⇒修性院⇒青雲寺⇒よみせ

通り⇒谷中銀座⇒夕やけだんだん 

⇒日暮里繊維街⇒ふらっと日暮里⇒天王寺⇒谷中霊園さくら通り⇒長安寺⇒護国院⇒不忍

池弁天堂 

 



令和８年、最初の歩こう会は新春恒例の七福神巡りです。 

今回は江戸最古 谷中七福神を巡ります。ただし、七福神の神様がご開帳されるお正月はす

ぎていますので、残念ながら 

ほとんどの寺院で、直に神様をお詣りすることはできませんでした。 

１月７日に下見に行った時の写真をあわせて添付しますので、雰囲気だけでも味わってくだ

さい。 

 

   

   東覚寺（福禄寿） 

 



 

最初に訪れたのが、JR 田端駅の近くにある東覚寺（福禄寿）でした。 

当日は本堂は閉まっていましたが、１月７日に下見に行った時は写真のように福禄寿がご開

帳されていました。 

また、東覚寺の裏庭にも福禄寿が祀られています（当日は裏庭には入れませんでした）。 

 



   

修性院の塀に描かれた布袋様 

    

修性院（布袋尊） 



 

二番目に訪れた修性院の桜色に彩られた塀には、愛嬌のある布袋様が描かれていました。 

本堂はご開帳されていませんでしたが、上の写真は下見の時のものです。 

細木細工の漆喰が塗ってあり、口を開いた笑い顔、重量が２００キロあるほど、巨大な布袋

尊です。 

 

  

  青雲寺（恵比寿様） 



 

次に訪れたのが青雲寺（恵比寿様）。佐倉とはなじみが深く、佐倉藩１５代藩主堀田正亮公

が建立した寺院です。 

正亮公のお墓も以前はこちらにありましたが、現在は佐倉の甚大寺にあります。 

こちらの寺院もご開帳されていませんでしたが、下見の時の写真をご覧ください。 

 



 

谷中銀座。夕やけだんだんの階段の上で集合写真。 

 

 

日暮里繊維街にある「ふらっと日暮里」で一休み。 



 

   

天王寺（毘沙門天） 

 

谷中霊園にある天王寺の境内で集合写真。後ろで咲き始めているのはなんの木でしょう

か？ 

ネットで調べてみると、天王寺境内では、「白桃」、「枝垂れ桜」が咲くと掲載されています。



時期が早いような気が 

しますが、はたしてどちらなのでしょうか？ 

天王寺では、中を見ることはできましたが、毘沙門天の戸は閉じられていました。写真は下

見の時のものです。 

 

    

長安寺の寿老人は本堂左上に鎮座していました（１月７日撮影） 

 



   

護国院（大黒天） 

 

護国院は、徳川家の菩提寺である寛永寺の釈迦堂として、３代将軍家光の時代に建立されま

した。 



この寺院のみ年間を通してお詣りができるため、本堂内に入って大黒天を拝めました。 

 

最後は上野動物園の横を通り、不忍池にある弁天堂に向かいました。 

パンダの絵が描かれたシャトルバスとすれ違いましたが、ちょっぴり寂しさを感じます。 

上野動物園も閑散としているようでした。 

今回は途中での昼食はとらずに、不忍池弁天堂前にて解散としました。 

その後、アメ横にある中華料理店を紹介したところ、ほとんどの方が参加され、にぎやかな

ランチ会になりました。 

皆様、お疲れさまでした。本年も良い一年になりますように・・・。 


